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◇謹賀新年～新年を迎えて◇ 

□新しい年がスタートしました。まずは、事件や事故もなく、こうしてみんなで

新しい年を迎えることができたことに感謝したいと思います。 

 さて、「 一年の計は元旦にあり」と言います。どういう意味かというと、一年

の目標は、一年の始まりである１月１日すなわち元旦に立てるべきであり、何か

物事を始めるにあたっては、最初にきちんとした目標を立てるのが大切だとい

うことです。 

 さあ、皆さんはどんな目標を立てたでしょうか？勉強にもっとがんばるという目標を立てた人も

いるでしょうし、自分が今習っている習い事でいい成績を取りたいと考えている人もいるでしょう。

大切なのは、その目標に向かって努力することです。もしかしたら、上手くいかないこともあると

思います。でもあきらめないで何度もチャレンジしてほしいと思います。 

 ３学期は、学期の中では一番短い学期で、２ヶ月と少ししかありません。うかうかしていると、

あっと言う間に終わってしまいます。だからこそ、しっかりと目的を持って３学期を過ごしてほし

いと思います。 

 また、３学期は、それぞれの学年のまとめの学期でもあります。そこで、学期のスタートにあた

り三つの「まとめ」について話したいと思います。 

 一つ目は、「学習のまとめ」です。 

 各学年とも、学習内容や提出物などについて、次の学年、次の学校に積み残さないようにするこ

とです。１～５年生は、毎日家庭学習を行い、しっかり復習に励み、苦手な教科や苦手なところを

克服してください。６年生は、卒業まであとわずかです。最後まで手を抜かず６年間の総まとめを

してください。中学校に入学してからの学校生活が楽しいものになるはずです。 

 二つ目は、「生活のまとめ」です。 

 学校や社会のきまりをしっかり守り、規律ある生活をすることです。「自分から大きな声であい

さつをする」「最後までもくもく掃除をがんばる」「時間を守って行動する」などです。 

 三つ目は、「クラスのまとめ」です。 

 特に６年生は、もう二度と今のクラスになることはありません。だからこそクラスのみん

な一人一人が、気持ちよく進級、卒業できるようにお互いに努力することです。そして、み

んなが最後には、このクラスで本当に良かったと言えるようなクラスにしていきましょう。 

(３学期始業式あいさつから)  

本年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

光る目・光る心・光る汗の一貴山っ子 

 いっしょうけんめいの目で勉強 

 きもちのよい心であいさつ 

 たくさんあせを流して運動・掃除 



◇赤ペン先生、そして地域学習、お世話になりました！◇ 
□去る１月１８日（土）は、学力向上の取組の一環として、保護者や地域の方にご協力を願い、

「赤ペン先生」として、子どもたちの学習プリントの採点をしていただきました。今回は、１９

名というたくさんの方に参加していただきました。各学年にそれぞれ２～３名ずつ入ってもら

い、国語と算数のプリントのまる付けをしていただきました。どの学年も真剣に課題に向かう姿

がとっても素晴らしかったです。赤ペン先生の皆さま、本当にありがとうございました。 

 

またこの日は、それぞれの学年が、ふるさと一貴山への愛と誇りを育てることを目的に、地域

学習を行いました。１・２年生は、生活科「昔遊びをしよう」、３年生は道徳科「一貴山のトイ

レ」、４年生は総合「そうめんちりづくり（親子レク）」、５年生は総合「だいすき糸島」、６年生

は総合「お膳座り」の学習を、それぞれ地域の方々をゲストティーチャーに招いて行いました。

どの学年も日ごろの学習では学ぶことができない貴重な出会いや体験ができました。ゲストティ

ーチャーの皆さま、ご協力ありがとうございました。 

 

※インフルエンザが流行し始めています。 

手洗いやうがい、マスク、部屋の換気など、 

十分な対策と注意をお願いします！ 


